
働き方やライフコースの多様化②
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（出所）内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」（令和2年6月）

働き方やライフコースの多様化③

○ 東京都の調査によれば、テレワークを導入している都内企業の割合が本年3月の24.0％から4月の62.7％へと増加。
○ 内閣府の調査によれば、就業者の約35％が今回の感染症の影響下においてテレワークを経験し、就業者の約40％が今後もテレ

ワークを利用すると回答。テレワーク経験者は未経験者に比べ、ワークライフバランスや職業選択・副業等への意識が変化した割合が
高い。

(%)

（出所）2017年7月～19年7月は東京都「多様な働き
方に関する実態調査」より、

20年3月～20年4月は「テレワーク『導入率』緊
急調査結果」より作成。

テレワークを導入している都内企業
（従業員30人以上）の割合

（備考）インターネット調査（国内居住のインターネットパネル登録モニター。就業者の回収数6,685人。調査期間令和2年5月25日～6月5日）
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テレワークの実施状況
（質問）今回の感染症の影響下において、
経験した働き方を全て回答してください。

テレワークの利用希望
（質問）今後、どの程度の頻度でテレワークを

利用してみたいですか。

計34.6%

計39.9%

（質問）今回の感染症拡大前と比べて、ご自身の「仕事と生活のど
ちらを重視したいか」という意識に変化はありましたか。

(質問) 今回の感染症拡大前に比べて、職
業選択、副業等の希望は変化しましたか。

生活を重視す
るように変化

変わらない
仕事を重視す
るように変化

分からない 変化した
変化して
いない

分からない

通常どおり勤務
（いずれも実施していない）

34.4% 55.1% 5.1% 5.4% 27.6% 66.9% 5.5%

テレワーク経験者 64.2% 27.8% 5.1% 2.9% 46.3% 51.0% 2.8%

テレワーク経験者の意識変化

7




